
GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会 第４回事業最適化部会 

議事要旨 

 

日時：令和７年８月 20 日（水） 11 時 00 分～11 時 45 分 

場所：都庁第一本庁舎 19 階 19B 会議室及びオンライン 

 

1. 開会 

 

2. 審議事項 

（１）THE ROAD RACE TOKYO TAMA 2025 開催概要について 

 7 月 13 日に「THE ROAD RACE TOKYO TAMA 2025」を開催した。 

 大会終了後に UCI より受領した「評価レポート」について報告する。全体概要として、

「大会は素晴らしく運営されており、主催者はレースのあらゆる側面から非常に信頼で

きる。」、「コースの安全性の確保は素晴らしい。」、「大会の最も際立った特徴は多くの観

客。」等のポジティブなコメントをいただいた。 

 主な大会指標について報告する。沿道観戦者数は約 4 万人、大会中継動画の再生数は約

14 万回、交通規制及び大会告知に係る広報は前回大会の課題を踏まえ重点的に実施した。

コールセンターには電話約 800 件、メール約 300 件の多くの問い合わせがあった。 

 

 これらの考察として、次のとおり整理した。 

‐ 沿道観戦、ネット観戦共に多くの方に見ていただきフィニッシュ会場は特に大きな賑 

わいを見せた 

‐ ＵＣＩからは、安全対策、大会の管理運営等について高い評価を得た 

‐ エリート男女、コース体験ライド共に、選手に大きな事故なく大会は終了した 

‐ 天候に恵まれた中での開催。当日は気温は上昇したが、熱中症等による緊急搬送事象 

はなかった 

‐ 複数回にわたる関係者説明、交通規制広報の強化、レース開催時間の前倒しなど、前回 

の検証を踏まえ見直しを行ったが、コールセンターを中心に住民等から多くの問い合 

わせがあった 

 

（２）大会視察における委員からの意見・関係者ヒアリングについて 



 委員からの意見（視察アンケート）を次のとおりまとめた。 

‐ 1 つ目：両大会の開催のあり方、都民支持について 

・肯定的な意見もあり、交通規制の不便さを上回る地域もあったのではないか 

・フィニッシュ・周回コースは想定以上の賑わいだが、比較するとラインコースは観客 

が少ない 

・早朝のため、地域へのメリットや集客効果はあまり大きいとは感じられない 

・選手は一瞬で通過するため、沿道にパブリックビューイングの追加設置、映像配信サ 

イトへの誘因強化など工夫が必要 

 

‐ ２つ目：収入増・新たな価値創造について 

・スタート及びフィニッシュエリアの装飾や雰囲気が良かった。一方で、その他のエリ 

アは装飾が少ない 

・スポンサー露出は全体的に少なかったので、一層の工夫が必要 

・今回の沿道の集客数や動画配信視聴者数などデータを収集し、客観的な根拠に基づい 

た協賛セールスの手法等を検討すべき 

 

‐ ３つ目：費用対効果について 

・全体的に安全資機材は十分に配置され、安全確保が適切であった 

・カラーコーンは多すぎるように感じた。代替措置で工夫できる場所もあったのではな 

いか 

・安全性は素晴らしい。コストと考えるのではなくこのような安全対策などを映像コン 

テンツとして世界に発信した方がいい 

・周回コースの設定により資機材・人員のコスト削減を図ることが可能 

・次回も同様のコースで実施する場合、今回の実績を踏まえ、支障の無い範囲で密度軽 

減を図る余地あり 

・コストや人材資源に限界があるので、どこに絞って対策していくかが重要 

 

 以上の内容を踏まえ、大会の意見をいただきたい。 

 

【委員からの意見】 

 前半のライン部分は普段自転車競技に縁のない方も観戦しており、後半の周回部分はあ

る程度自転車に興味がある方が観戦する等、バランスが取れていた印象。 

 早朝のスタートであったが、多くの観客が集まっていた。日本ではまだロードレースは



メジャーではないが、沿道の観客を含め、全体的にすごく観客が多かった。 

 事前準備も含め地元の方の参加等、盛り上げられるような構成が必要。 

 これだけ大規模なレースを東京で開催するのは素晴らしい。安全面においては世界でも

稀なレース。 

 大都市東京で安全にスポーツイベントを実施しているという、都市としてのブランド・

魅力なども世界に発信するチャンス。 

 今後、世界に冠たる東京のレースとして発信していくと、国際的にレベルの高い競技を

実施でき、東京に対する見方も変わっていくのではないか。 

 費用削減については、引き続き検討が必要 

 

３．その他 

（１）次回以降のスケジュールについて 

 第 5 回事業最適化部会は 9 月頃を予定 

 事業最適化部会の『中間まとめ』として「THE ROAD RACE TOKYO」の今後の方向性に

ついて、GRAND CYCLE TOKYO 実行委員会への提案内容をまとめる 

 

【委員からの意見・質問 なし】 

 

４．閉会 

 


